
[

聴
覚]
　
2
月
18
日（
木
）

受
付
　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
北
部
保
健
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
2
月
23
日（
火
）

　
　
　
3
月
9
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き
　
3
月
18
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き
　
3
月
10
日（
水
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

　
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

2
月
18
日（
木
）・
3
月
18
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
2
月
26
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
４
７
７-

２-

５
１
３
１

［
庄
原
地
域
］

●
身
体
　
３
月
８
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
知
的
　
３
月
９
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
3
月
16
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

　
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
総

領
町
の「
節
分
草
自
生
地
」で
は
、

貴
重
な
山
野
草「
節
分
草
」が
咲

き
始
め
、
早
い
春
を
告
げ
て
く

れ
る
時
季
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
中
旬
か
ら
の
約
１
カ
月

間
、
7
カ
所
の
自
生
地
を
一
般

公
開
し
ま
す
。期
間
中
は
、道
の

駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

内
の
総
合
案
内
所
で
開
花
状
況

を
案
内
し
、
誰
で
も
気
軽
に
節

分
草
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

　
期
間
中
に
は
、総
領
町
の
山
野

草
を
題
材
と
し
た
写
真
・
絵
手
紙

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集
を
行
う

ほ
か
、土
・
日
曜
日
を
中
心
と
し
て
、

地
元
の
味
が
楽
し
め
る
各
種
バ
ザ

ー
を
は
じ
め
、山
野
草
に
ま
つ
わ

る
講
座
・
教
室
を
開
催
し
ま
す
。３

月
７
日（
日
）に
は
、「
節
分
草
祭
」

を
開
催
し
、俳
句
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、一
足
早

い
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間

2
月
13
日（
土
）～
3
月
14
日（
日
）

節
分
草
祭
　
3
月
7
日（
日
）

10
時
～
14
時
30
分

山
野
草
写
真
・
絵
手
紙
コ
ン
テ

ス
ト
応
募
締
切

3
月
23
日（
火
）必
着

と
こ
ろ

道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
総
領
地
域
内
自
生
地

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
事
務
局

（
総
領
支
所
地
域
振
興
室
内
）

鈎
０
８
２
４-

８
８-

３
０
６
０

　
広
島
県
は
、
県
内
の
河
川
や

道
路
の
美
化
活
動
に
参
加
す
る

人
が
、
そ
の
活
動
中
に
起
き
た

事
故
に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た

場
合
、
ま
た
活
動
中
に
第
三
者

へ
人
的
・
物
的
被
害
を
与
え
た

場
合
の
救
済
措
置
と
し
て
、「
広

島
県
河
川
道
路
美
化
活
動
保
険

制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
美
化
活
動
を
実
施
さ

れ
て
い
る
団
体
な
ど
に
、
こ
の

保
険
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま

す
。自
治
振
興
区
・
自
治
会
単
位

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思
わ

れ
る
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
加
入
料
　
無
料

対
象
個
所

一
・
二
級
河
川
お
よ
び
準
用
河
川
、

並
び
に
国
・
県
道
。

対
象
美
化
活
動

　
道
路
・
河
川
に
お
け
る
堆
積
土
、

汚
泥
な
ど
の
除
去
ま
た
は
除
草
、

清
掃
な
ど
。

加
入
手
続
き

　
美
化
団
体
の
届
け
出
を
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
必
要
な
書
類
は
、
団
体
届
出

書
で
す
。ま
た
、す
で
に
加
入
さ

れ
て
い
る
団
体
で
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
変
更
の
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
の
申
込
締
切
は

2
月
19
日（
金
）で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

建
設
課
管
理
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室

　
広
島
県
は
、
河
川
環
境
の
向

上
と
河
川
愛
護
精
神
の
普
及
の

た
め
、県
が
管
理
す
る
一
級
・
二

級
河
川
の
清
掃
活
動（
ゴ
ミ
・
空

缶
拾
い
、草
刈
り
）を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
す
る「
河

川
清
掃
等
業
務
委
託
」
と
い
う

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、
報
償

金（
食
料
費
・
燃
料
費
な
ど
の
必

要
経
費
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額

の
範
囲
内
）を
支
払
う
も
の
で
す
。

　
河
川
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
治
振
興
区
や
自
治
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
の
申
込
締
切
は

2
月
19
日（
金
）で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

建
設
課
管
理
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室

　
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
「
庄

原
子
ど
も
美
術
館
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
美
術
館
の
絵
画
教
室
で

は
、
四
季
折
々
の
自
然
を
写
す

絵
画
や
造
形
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
感
動
す
る
心
や
観
察

す
る
力
を
育
て
ま
す
。　

　
お
絵
か
き
の
好
き
な
子
ど
も

た
ち
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

※
３
・
４
年
の
部
、５
・
６
年
の
部

10
時
～
12
時

※
幼
児
・
１
・
２
年
の
部

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象

幼
稚
園
・
保
育
所
年
長
～
小
学
生

定
員
　
各
部
若
干
名

会
費
　
毎
月
２
千
円

申
込
締
切
　
３
月
15
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長
　
森
信
広
子

鈎
０
８
２
４-

７
２-

１
８
６
２

と
き
　
2
月
14
日(

日)

8
時
30
分
～

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
1
人
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野
総
合
公
園

鈎
０
８
２
４-

７
２-

７
２
０
１

　
市
立
図
書
館
本
館
・
分
館
で

は
蔵
書
整
理
点
検
業
務
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
返
却
期
限
の
過
ぎ
て

い
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
急
に
返
却
く
だ
さ
い
。

本
館

2
月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）

西
城
分
館

2
月
16
日（
火
）～
21
日（
日
）

高
野
分
館

3
月
20
日（
土
）～
27
日（
土
）

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４-

７
２-

１
１
５
９

　
放
送
大
学
の
平
成
22
年
度
第

1
学
期（
4
月
入
学
）学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
入
学
試
験
の

な
い
国
内
最
大
の
通
信
制
大
学

で
、自
ら
”学

び
“
を
楽
し
む
方
々

を
応
援
し
ま
す
。

　
約
３
０
０
科
目
の
中
か
ら
学

び
た
い
科
目
だ
け
学
べ
、
授
業

料
の
負
担
も
少
な
く
、
C
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
”ス

カ
イ
パ
ー
フ

ェ
ク
T
V
!

“
や
、広
島
学
習
セ

ン
タ
ー
庄
原
教
室
、自
宅
で
マ
イ

ペ
ー
ス
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、2
月
28
日（
学

園
本
部
必
着
）ま
で
で
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
出
願
も
で
き

ま
す
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、説
明
会
を
2
月
20
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
、
市
民
会
館

庄
原
教
室
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
８

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
制
度

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談
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障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

市
立
図
書
館
臨
時
休
館

絵
の
好
き
な
子
ど
も
を
募
集

上
野
総
合
公
園
野
鳥
観
察
会

放
送
大
学
学
生
募
集

健
康
相
談そ

　
の
　
他

催
　
　
　
し

節
分
草
自
生
地
公
開

節
分
草
祭

募
　
　
　
集

県
河
川
道
路
美
化
活
動
保
険

宝石・メガネ・時計・補聴器・修理 〒727-0013  庄原市西本町2-19-1
ジョイフル 2F

メガネ・補聴器の職人技

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）75-0037
〒727-0012  庄原市中本町2丁目1-3

【営業時間／8：15～19：00  定休日／第1・第3日曜日】

TEL.（0824）72-0377
〒728-0013  三次市十日市東4-1-30

ショッピングセンター  サングリーン2F

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）65-0522
宝石・バッグ・舶来ウォッチ

ブランドショップタケダ0120-21-7655

金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。\19,000

12種類のレンズが選べるセット12種類のレンズが選べるセット

お売り下さい《メガネ出来上り価格》

メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。

レンズ付
一式

金・プラチナ買取り専門ショップ

●その他、各種価格のメガネも出来ます。

①スタンダードレンズ
②非球面レンズ
③薄型非球面レンズ
④超薄型レンズ
⑤ガラスレンズ
⑥調光ガラスレンズ

⑦くもりにくいレンズ
⑧遠近両用レンズ（初めての方へ）

⑨遠近両用レンズ（薄型でスッキリ）

⑩遠近両用レンズ（ドライブに）

⑪中近両用レンズ（デスクワークに最適）

⑫近々両用レンズ（手元がワイドに）



（
12
月
20
日
・
京
都
市
）

●
男
子
の
部
　
優
勝

藤
川
　
拓
也（
世
羅
高
2
年
・
水
越
町
）

松
井
　
智
靖（
世
羅
高
2
年
・
高
町
）

（
1
月
24
日
・
広
島
市
）

第
4
位（
県
選
抜
チ
ー
ム
）

藤
川
　
拓
也（
世
羅
高
2
年
・
水
越
町
）

（
12
月
25
日
～
28
日
・
大
阪
市
な
ど
）

第
3
位（
県
選
抜
チ
ー
ム
）

西
田
　
智
美（
庄
原
中
2
年
）

（
1
月
9
・
10
日
・
福
島
県
天
栄
村
）

準
優
勝

高
野
雪
合
戦
部（
青
）

（
12
月
23
日
・
広
島
市
）

●
女
子
の
部
　
優
勝

堀
田
真
奈
美（
庄
原
中
２
年
）

國
重
　
有
希（
庄
原
中
２
年
）

山
本
亜
由
美（
庄
原
中
１
年
）

平
田
　
美
咲（
庄
原
中
１
年
）

岡
本
　
り
お（
庄
原
中
１
年
）

稲
艸
　
友
華（
庄
原
中
１
年
）

　
応
募
総
数
は
作
文
２
２
５
８
点
、

詩
３
４
６
９
点
。特
選
は
作
文
・
詩

と
も
7
点
ず
つ
、優
秀
賞
は
各
21

点
、佳
作
は
作
文
１
７
７
点
、詩
２

１
５
点
、学
校
賞
は
作
文
で
4
校
、

詩
で
5
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
特
選
　
作
文
の
部

岡
本
　
涼
楓（
板
橋
小
4
年
）

●
特
選
　
詩
の
部

と
く
や
ま
き
ょ
う
へ
い

（
口
南
小
1
年
）

●
優
秀
賞
　
作
文
の
部

も
り
た
し
ょ
う
と（
内
堀
小
1
年
）

田
な
べ
帆
乃
花（
川
北
小
2
年
）

石
木
　
翔
太（
東
城
小
4
年
）

加
藤
滉
大
郎（
東
小
6
年
）

名
越
　
友
紀（
東
城
中
2
年
）

●
優
秀
賞
　
詩
の
部

見
川
り
ょ
う
す
け（
八
幡
小
1
年
）

せ
お
り
く
と（
小
奴
可
小
2
年
）

佐
々
木
　
楓（
東
城
中
1
年
）

●
佳
作
　
作
文
の
部

市
内
児
童
・
生
徒
53
人

●
佳
作
　
詩
の
部

市
内
児
童
・
生
徒
49
人

●
学
校
賞
　
作
文
の
部

東
城
小
学
校

●
学
校
賞
　
詩
の
部

東
城
中
学
校

●
広
島
県
交
通
安
全
協
会
長
金
賞

田
中
　
　
礼（
東
城
中
３
年
）

●
広
島
県
交
通
安
全
協
会
長
銅
賞

松
井
久
美
子（
東
城
中
２
年
）

入
江
　
莉
子（
東
城
小
１
年
）

▼
文
芸
祭（
一
般
の
部
）

●
短
歌
の
部
　
入
選

橘
　
　
京
子（
西
本
町
）

藤
野
　
和
惠（
川
手
町
）

間
所
　
智
子（
本
村
町
）

永
宗
　
英
美（
新
庄
町
）

●
俳
句
の
部
　
広
島
県
知
事
賞

永
宗
　
英
美（
新
庄
町
）

●
俳
句
の
部
　
入
選

永
宗
　
敏
昭（
新
庄
町
）

池
上
惠
美
子（
高
町
）

樋
口
津
由
子（
西
城
町
）

●
現
代
詩
の
部
　
入
選

赤
堀
　
　
幸（
高
町
）

手
塚
　
　
優（
西
本
町
）

●
川
柳
の
部

ひ
ろ
し
ま
文
化
振
興
財
団
理
事
長
賞

安
藤
　
幸
江（
山
内
町
）

▼
文
芸
祭（
小
・
中
・
高
校
生
の
部
）

●
短
歌
の
部
　
広
島
県
知
事
賞

し
お
ん
　
り
ょ
う
す
け

（
口
北
小
1
年
）

●�

短
歌
の
部
　
入
選

い
わ
た
き
　
ゆ
う（
口
北
小
1
年
）

●
俳
句
の
部
　
特
選

大
竹
　
敎
平（
東
小
6
年
）

●
俳
句
の
部
　
入
選

田
部
　
晃
太（
庄
原
中
1
年
）

中
村
　
朱
伽（
口
北
小
6
年
）

岩
本
　
有
加（
高
野
中
3
年
）

●
庄
原
市
長
賞

家
島
　
晶
子（
短
歌
）

五
刀
　
光
江（
俳
句
）

高
森
　
睦
子（
川
柳
）

田
中
　
虎
市（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
議
会
議
長
賞

原
　
　
洋
子（
短
歌
）

佐
々
木
米
子（
俳
句
）

奥
永
　
武
義（
川
柳
）

森
上
　
文
恵（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
教
育
長
賞

市
岡
美
南
子（
短
歌
）

中
川
　
　
清（
俳
句
）

荒
木
美
智
子（
川
柳
）

黒
長
　
　
澳（
現
代
詩
）

●
商
工
会
議
所
会
頭
賞

山
本
　
照
子（
短
歌
）

津
田
　
勝
江（
俳
句
）

林
　
　
武
志（
川
柳
）

児
櫻
　
　
栄（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

白
根
　
澄
江（
短
歌
）

佐
々
木
米
子（
俳
句
）

岡
田
し
の
ぶ（
川
柳
）

東
　
　
豊
子（
現
代
詩
）

●
中
国
新
聞
社
賞

森
　
　
洽
子（
短
歌
）

山
本
　
節
子（
短
歌
）

新
宅
　
涼
枝（
俳
句
）

矢
崎
　
稔
子（
俳
句
）

車
田
　
和
江（
川
柳
）

山
本
　
和
佑（
川
柳
）

三
宅
千
代
子（
現
代
詩
）

赤
堀
　
幸
子（
現
代
詩
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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か
つ
て
の
里
山
の
た
た
ず
ま

い
を
再
現
し
た「
ひ
ば
の
里
」に

は
、大
き
な
屋
敷
や
農
家
、田
ん

ぼ
や
畑
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
の
こ
ろ
の
農
村
の
生
活
風
景

を
、
農
作
業
や
手
仕
事
の
実
演

を
通
し
て
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
ば
の
里
で
は
、
年
中
行
事

や
歳
時
記
に
合
わ
せ
た
行
事
を

開
催
し
て
お
り
、
こ
の
季
節
に

は
冬
な
ら
で
は
の
食
体
験
、「
節

分
」
や
「
ひ
な
祭
り
」
に
ち
な
ん

だ
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
時
季
な
ら
で
は
の
寒
仕

込
み
「
味
噌
作
り
体
験
」
、
和
紙

で
ひ
な
飾
り
を
つ
く
る
「
伝
承

和
紙
折
紙
教
室
」、「
ほ
と
ぎ
」や

「
と
う
ろ
う
菓
子
」な
ど
の
ひ
な

菓
子
作
り
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
冬
は
、自
然
の
恵
み
と
先

人
の
知
恵
を
活
か
し
た
体
験
教

室
で「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
き
っ

か
け
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
味
噌
づ
く
り
体
験

と
き
　
2
月
11
日（
祝
）

13
日（
土
）、14
日（
日
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
／
組

●
伝
承
和
紙
折
紙
教
室

と
き
　
2
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

参
加
費
　
５
０
０
円
～
各
種

●
ほ
と
ぎ
作
り
体
験

と
き
　
2
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

参
加
費
　
５
０
０
円
／
組

●
と
う
ろ
う
菓
子
作
り
体
験

と
き
　
2
月
28
日（
日
）

参
加
費
　
５
０
０
円
／
組

　～
2
月
28
日（
日
）ま
で
～

　
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」
で
は
「
冬

咲
き
ぼ
た
ん
」
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。わ
ら
を
編
ん
だ「
こ
も
」

を
ま
と
っ
た
ぼ
た
ん
の
花
は
風

情
が
あ
り
ま
す
。
雪
景
色
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

～
3
月
20
日（
土
）か
ら
～

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ス
イ
セ

ン
は
１
３
０
品
種
30
万
球
と
西

日
本
最
大
級
の
規
模
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
る
で
ス
イ
セ

ン
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰

め
た
よ
う
な
景
色
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
！

　
※
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
案

内
人
「
ス
イ
セ
ン
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
中
で
す
。

　
こ
の
季
節
、満
々
と
水
を
た
た

え
た
国
兼
池
で
は
た
く
さ
ん
の

水
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
案
内
所
で
は
、
観
察
用
の
双

眼
鏡
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
2
階
の
デ
ッ
キ
に
高
倍

率
の
望
遠
鏡
を
2
台
設
置
し
ま
し

た
。湖
面
に
浮
か
ぶ
鳥
た
ち
の
表

情
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な

日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話

ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
展
」開
催
中
！

ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

気
軽
に「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

全
国
高
校
駅
伝

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

鈴
木
三
重
吉
賞

県
大
会
な
ど

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

全
国
中
学
選
抜

卓
球
大
会
広
島
県
予
選

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

庄
原
市
文
芸
大
会

そ
　
の
　
他

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

け
ん
み
ん
文
化
祭

ひ
ろ
し
ま
'09

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

全
国
都
道
府
県
対
抗

男
子
駅
伝

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

全
国
小
学
生

雪
合
戦
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

ひばの里
体験イベント
ひばの里

体験イベント
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

「ひな人形」
「21年度庄原市文芸大会入賞作品」

とき　３月９日（火）～11日（木）
　　　10時～17時
　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工観光係　鈎0824-73-1179
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　コメの価格が下がり、「儲けにならない」と言わ

れる昨今のコメづくり。その中で、日本一のコメ

づくりが庄原市でもできるということを知って

いただき、少しでも農家の皆さんの励みになれば

と、10～11ページで高橋さんのコメづくりを紹

介しました。今回の取材で、おいしいコメづくり

には気候や土地柄も大切ですが、一番大切なのは

「日本一おいしいコメを作りたい」という生産者

の意識・意欲ではないかと感じました。何ごとも「人

の力」がカギを握ります。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

３
月

《と　き》　３月９日（火）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。

２月・３月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

２月11日（木）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

３月　7日（日）

田渕医院

藤野医院

毛利医院

戸谷医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-4646

鈎0824-72-2863

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成21年12月末日現在

男女間の賃金格差は？
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243鈎0824-73-1145

鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課業務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

２月
24日（水）

ザ・ビッグ
庄原店

11時30分～15時

◎と　き　３月13日（土）　９時～12時
◎ところ　西城支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

ゆめさくら講座
○癒しの空間づくりKouza
～ひな祭りの寄せ植え～
とき　２月26日（金）
　　　朝の部　10時30分～12時30分
　　　昼の部　13時30分～15時30分
参加費　1,500円　定員　各15人
○郷土料理教室
～山里の早春を味わおう～
とき　３月11日（木）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人
展示
○手仕事　里山のお雛様展
～里山で生まれたお雛様たち～
期間　２月19日（金）～３月14日（日）

２月11日（木）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

３月　7日（日）

三上クリニック

こぶしの里病院

東城病院

瀬尾医院

こぶしの里病院

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-5255

　広島県の男女共同参画に関する年次報告（平成21年版）

によると、一般労働者の賃金は、男性を100としたときの女

性の給与水準は、68.3にとどまっています。また、短時間労

働者の比較でも、男性より女性の方が低いことが分かります。

男女雇用機会均等法が施行されて20年以上が経ちますが、

男女間格差はまだまだ存在しています。

口和郷土資料館 鈎0824-87-2230

開館日　月・木・土　９時～17時

【２～３月のイベント情報】

●住民基本台帳登載人口
　人口　　41,155人（前年比－567人）
　男　　　19,531人（前年比－256人）
　女　　　21,624人（前年比－311人）
　世帯数　16,063世帯（前年比－25世帯）

【各地域の内訳】
　庄原地域　19,553人（7,748世帯）
　西城地域　  4,320人（1,584世帯）
　東城地域　  9,347人（3,816世帯）
　口和地域　  2,344人（845世帯）
　高野地域　  2,167人（705世帯）
　比和地域　  1,744人（668世帯）
　総領地域　  1,680人（697世帯）
●外国人登録人口
　人口　319人（前年比－21人）

　これは、昭和の初め頃に使用されていた「ライツ型カーボン
マイクロフォン」です。1924年（大正13年）、ドイツのライツ博
士によって発明されたマイクです。
　この仕組みは、大理石のくぼみに炭（カーボン）の細かい粒を
入れ、その前側に薄いマイカ（雲母）の振動板を置きます。これ
が音を受けて振動することで中の炭の粒に変化を与え、音によ
る空気の振動を電気の振動に変えるというものです。構造は単
純ですが、使うには難しいもので、横や斜めにすると音が小さ
くなり、近くで大きな声で話さなければなりませんでした。また、
直流で約250ボルトの高電圧を加えるため、大変危険でした。
昭和2年からＮＨＫの東京放送局と大阪放送局でラジオ放送に
使用。昭和６年には国内で改良型が作られ、一般にも普及しま
した。
　その後は、色々な方式のマイクが開発され、扱いやすくなり
音質も飛躍的に向上しました。現在では用途や目的に応じてわ
ずか数ミリのものや、無線式（ワイヤレス）のもの、水中で使え
るものまで、多くの種類と形があります。音楽の録音用、生演奏
やスポーツにおける拡声用、放送用、通信用など、いろいろな場
面で使われています。
　その他にもさまざまなマイクを展示していますので、ぜひご
来館ください。
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地域
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毎月第2水曜日
2月10日、3月10日

毎月第1～第4火曜日
2月9日・16日・23日
3月2日・9日・16日・23日

毎月第１・第3木曜日
2月18日、3月4日・18日

毎月第１・第3木曜日
2月18日、3月4日・18日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第4木曜日
2月25日、3月25日

毎月第4木曜日
2月25日、3月25日

毎月第4木曜日
2月25日、3月25日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

※所定内給与額
きまって支給する給
与額のうち超過労働
勤務以外のもの

※一般労働者
短時間労働者以外の
労働者

資料：
厚生労働省

「H20年賃金基本
構造統計調査」

【１時間当たり平均所定内給与額※の格差（平成20年）】
一般労働者※（男性）を100とした場合の給与水準

0

50

100
100

68.3
57.6

48.5

1,920円

1,311円
1,106円

932円

1,920円

1,311円
1,106円

932円

男性 女性
【一般労働者】

男性 女性
【短時間労働者】

サイズ：高さ9cm×横14cm×奥行8.5cm　重さ：1.6㎏ 使用状況（模型）

【お詫びと訂正】
広報しょうばら12月号の26ページ、「市役
所比和支所への車いす寄贈」の記事の中で、
広島県グランドゴルフ協会備北支部を庄原
市体育協会比和支部と誤って記述しました。
訂正し、お詫びいたします。


